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開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝火・木曜日、26日～末日
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　高校生・大学生500円
　　　　小・中学生300円　65歳以上500円
　　　　※ 65歳以上の人は年齢の分かる物、学生

　　　　は学生証をご提示ください

詳　細＝同館（緯441 ･ 9780）
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の
蕨
の
風
物
詩
「
機
ま
つ

り
」。
今
年
、駅
前
ス
テ
ー

ジ
で
Ｍ
Ｃ
を
務
め
る
の
は
、
第
二

中
学
校
出
身
の
漫
才
コ
ン
ビ
「
マ

ウ
ン
テ
ン
ず
」の
阿
部
弾
さ
ん（
18

歳
・
中
央
４
丁
目
）
と
中
野
陽
斗

さ
ん
（
18
歳
・
錦
町
１
丁
目
）
で

す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
使
い
、
学
生

な
が
ら
プ
ロ
の
お
笑
い
芸
人
を
目

指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
周
り
を
笑
わ
せ
る

こ
と
が
好
き
だ
っ
た
と
い
う
二
人

は
、
中
学
１
年
生
の
と
き
、
学
校

行
事
で
初
め
て
漫
才
を
披
露
。
先

生
た
ち
の
特
徴
を
捉
え
た
ネ
タ
は

想
像
以
上
の
大
爆
笑
で
、
こ
の
と

き
の
感
動
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
芸
人

を
目
指
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

人
見
知
り
と
い
う
ボ
ケ
の
阿
部

さ
ん
は
、
繊
細
な
性
格
ゆ
え
の
観

ひと
第二中学校出身漫才コンビ「マウンテンず」

阿
あ

部
べ

 　弾
だん

 さん

中
なか

野
の

 陽
はる

斗
と

 さん

機まつりで初MCに挑戦

察
力
を
生
か
し
た
リ
ア
ル
な
演
技

が
持
ち
味
。
ツ
ッ
コ
ミ
の
中
野
さ

ん
は
生
徒
会
長
を
務
め
る
な
ど
人

望
が
厚
く
、
周
囲
を
巻
き
込
む
明

る
さ
で
場
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

　

帝
京
高
校
に
進
ん
だ
二
人
は
、

昨
年
、
高
校
生
の
漫
才
日
本
一
を

決
め
る
「
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
マ
ン
ザ

イ
」
に
出
場
。
過
去
最
多
の
７
９

６
組
が
参
加
す
る
中
、
動
画
審
査

に
22
本
も
の
ネ
タ
を
送
り
、
77
組

に
絞
ら
れ
た
準
決
勝
へ
進
出
。
そ

こ
で
敗
退
し
た
も
の
の
「
人
を
笑

わ
せ
る
の
っ
て
楽
し
い
。
こ
れ
か

ら
も
笑
顔
を
届
け
た
い
」と
、お
笑

い
の
道
へ
進
む
決
心
を
固
め
ま
す
。

　

現
在
は
、
腕
を
磨
く
た
め
月
３

回
ラ
イ
ブ
に
出
演
。
ネ
タ
の
練
習

は
毎
日
欠
か
さ
ず
、
顔
を
覚
え
て

も
ら
お
う
と
、
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ

へ
の
動
画
投
稿
や
駅
前
で
の
宣
伝
、

市
内
イ
ベ
ン
ト
で
ゲ
リ
ラ
ラ
イ
ブ

を
行
う
な
ど
、
地
道
な
努
力
を
重

ね
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
二
人
の
姿

と
、
世
代
を
問
わ
ず
楽
し
め
る
芸

風
が
、
機
ま
つ
り
実
行
委
員
の
目

に
留
ま
り
、
駅
前
ス
テ
ー
ジ
の
Ｍ

Ｃ
抜ば

っ

擢て
き

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　
「
全
力
で
盛
り
上
げ
ま
す
」と
意

気
込
む
二
人
の
夢
は
、
高
校
の
先

輩「
と
ん
ね
る
ず
」を
超
え
る
こ
と
。

「
マ
ウ
ン
テ
ン
ず
」が
織
り
な
す
若

さ
あ
ふ
れ
る
初
Ｍ
Ｃ
の
ス
テ
ー
ジ

を
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

輝

いて
ます

ツッコミの中野さん（左）とボケの阿部さん（右）
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本
図
は
暁
斎
数
え
56
歳
の
年
、
当

時
絵
師
・
漆
芸
家
と
し
て
高
名
だ
っ

た
柴し

ば

田た

是ぜ

真し
ん

、
79
歳
と
の
合
筆
作
品

で
す
。
中
央
の
鯉
を
暁
斎
が
描
き
、

周
囲
の
滝
を
是
真
が
描
い
て
い
ま
す
。

　

中
国
・
崑こ

ん

崙ろ
ん

山
脈
を
水
源
と
す
る

川
の
最
終
地
、「
龍り

ゅ
う

門も
ん

」
と
い
う
急

流
を
登
り
き
っ
た
鯉
は
龍
に
な
っ
て

天
に
登
る
と
い
う
伝
説
は
、
狭
き
門

を
突
破
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と

わ
ざ
「
登と

う

龍り
ゅ
う

門も
ん

」
の
語
源
に
も
な
り

ま
し
た
。
本
図
は
そ
の
「
龍り

ゅ
う

門も
ん
の

鯉こ
い

」

を
描
い
た
も
の
で
、
清せ

い

冽れ
つ

な
水
の
流

れ
の
中
を
迷
い
な
く
さ
か
の
ぼ
る
鯉

の
姿
が
涼
を
誘
う
逸
品
で
す
。
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天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
に生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

─No.99─

暁斎、柴田是真合筆
「鯉の滝登り」

明治19年（1886）頃
紙本墨画　軸装

天才絵師の作品

蕨にあり

河鍋暁斎記念美術館　開催中（25日まで）
企画展「暁斎・暁翠　いきもの美術館」展
同時開催　特別展「第38回かえる展」

最新の情報は
美術館のホー
ムページをご
参照ください
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